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第６号様式（第５の２関係）

議 事 概 要

会 議 名 令和８年度 第１回肝付警察署協議会

会 議 日 時 令和８年５月27日（水曜日） 午後２時から午後３時50分

会 議 場 所 鹿児島県交通安全協会肝付地区協会会議室

１ 警察署協議会 会長以下 ６人
出 席 者

２ 警察署 署長以下 ６人

（会議の概要）

１ 会次第
⑴ 開会
⑵ 会長挨拶
⑶ 協議
ア 肝付警察署管内の治安情勢と取組状況の説明
イ 署長から協議会委員への諮問、協議会委員の答申等
ウ 委員からの意見・要望・質疑

⑷ 警察業務の紹介
⑸ 閉会

２ 委員からの意見・要望・質疑
⑴ 委員から「新年度となったことから、新入生の交通事故防止のために、警察官が地
域住民とともにパトロールや声掛けを行ってほしい 」旨の要望がなされ、警察署か。
ら「５月14日、曽於市において、女子中学生が乗車した自転車が乗用車にはねられる
という事故が発生した。肝付警察署管内で同様の事故の発生を防ぐため、警戒活動を
行いたいと考えている。さらに、企業や老人クラブなどに対する交通安全教室等を実
施し、運転者の交通安全に対する意識を高めていきたい 」旨の説明があった。。

⑵ 委員から「東京では、自転車での交通違反に対して青切符が切られているが、肝付
警察署でも青切符を切ることがあるのか 」旨の質問がなされ、警察署から「肝付警。
察署でも、告知の必要性を認める交通違反があれば、反則切符を告知する。携帯電話
で通話しながらの運転に対しては、即反則告知するが、信号無視、右側通行、一時停
止違反等は、警察官の指導に従って即座に改善すれば口頭注意や警告以上の措置をと
ることはない。委員からも、自転車を利用される知人等へ、飲酒運転の禁止や、歩行

、 。」者の保護・優先等 自転車の正しい安全運転利用について呼び掛けていただきたい
旨の説明があった。

⑶ 委員から「小学生が、ランドセルに傘を横向きに差し込んで歩いており、車両は、
小学生を除けながら運転している。車両の運転者から小学生へ「危ない 」とは言え。
ないので、小学校へ指導してほしい 」との要望がなされ、警察署から「ランドセル。
に傘を横向きに差し込んで狭い道を歩けば、自動車等への接触も考えられる。他児童
の目に傘の先端が当たる可能性もある。肝付警察署から肝付町と東串良町の教育委員
会へ、住民の方からの要望は伝えてある。肝付警察署でも、パトロール等でこのよう
な小学生を見掛けた際は、注意するなど交通事故防止に努めていきたい 」旨の説明。
があった。

⑷ 委員から「16歳以上の自転車運転者に対しての交通違反取締りが始まったが、16歳
より下の若年層に対しての自転車の乗り方の指導や講習会等は行わないのか 」旨の。
質問がなされ、警察署から「管内の小学校・中学校からの要望に応じて、交通係員が
学校へ出向き、自転車の正しい乗り方の講習会等を実施している。４月中、管内の大
半の学校において、自転車の乗り方のほか、自転車の点検、横断歩道の渡り方も実施

。 、 、 。」した 引き続き 学校と連携して 自転車の安全な利用について指導を行っていく
旨の説明があった。

⑸ 委員から「小学生、特に低学年がヘルメットを着けずに自転車に乗ることは危険だ
と思う。注意や指導してもらいたい場合、どこへ連絡すればよいか 」旨の質問がな。
され、警察署から「肝付警察署へどこの小学生であったと連絡してもらえれば、警察
から学校へ指導をお願いする 」旨の説明があった。。
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３ 署長から協議会委員への諮問、協議会委員の答申等
警察署長から「県警では、例年、警察官と警察事務職員等の採用試験受験を実施して

いるが、近年、受験者数は、減少傾向にある。肝付警察署でも、この様な試験の流れや
処遇面、警察職員の仕事のやりがい等を就職活動中の学生やその家族を対象に受験勧奨
を行っているほか、大学時代の同級生である学校の先生とつながりを使って学校に出向
いたり、交通教室や防犯指導の機会も含めあらゆる機会を使って受験勧奨を行っている

。 、 。ところである 町の広報紙でも広報予定であるが 警察官Ｂ等の案内が７月から始まる
管内の中学生は、鹿屋市や志布志市等の高校に進学する学生が多いことから、今後、鹿
屋署等と連携し、鹿屋女子高校や鹿屋工業高校等に同校の出身である若手職員を派遣す
る予定である。ほかに警察がどのような方策を行えば、住民の方々へ、警察職員採用試
験の受験に関心を持っていただけるか意見を賜りたい 」旨の諮問がなされ、委員から。
は「鹿屋高校等の進学校では大学へ進学する高校生が多いと思うが、大学に進学するよ
うな高校生に対しても職場の魅力を発信してはどうか 」旨の答申がなされた。。

備 考


